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１．はじめに
平成７年文部科学省１）は，「幅広い識見，技術と
確固たる倫理観を身につけた２１世紀の医療を担う
人材を養成することは，大学における医学・歯学
教育の大きな責務である。」とし，大学教育にお
けるカリキュラムや教育方法の改善の一環として，
学生が医学部等に入学後の早期の段階で，病院等
の医療の現場で直接的体験を通じて，医師等を目
指す動機付け，使命感を体得させること等を目的
としたアーリー・エクスポージャー（早期体験学
習）の導入に触れている。本学も看護学部開学以
来７年間，１年次の前期に，看護の対象者である
地域で生活する人々や環境を理解することを目的
とし，早期体験実習（以後フィールド体験実習と
する）を実施してきた。また，地域の人々の健康
を守るという観点から看護の必要性を認識するこ
とで，地域で役割を果たすことについての意識・
意欲を高め，今後の学習への動機づけを強化する
ために取り組んできた。そこで，今後の看護教育
の改善に向けた資料とすることを目的に，これま
での取り組みの客観的な評価を行った。多様な施
設で展開しているフィールド体験実習を，施設毎
に看護学生の学び，指導教員の実習に対する評価
を明らかにすることで，今後早期体験学習が意味
ある体験となるよう示唆を得たいと考えた。
２．方法
１）フィールド体験実習の概要
フィールド体験実習は，１年次の８月上旬に行
われる学生にとって初めての臨地実習である。実
習の目的・目標は表１のとおりである（表１）。
実習全体の構成は，実習オリエンテーションと事
前学習課題の提示，現場での実習３日間，実習後
のグループワーク，および全体での学びの共有で
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facilities learned about understanding patients, the environment of the facility, safety measures, the role of
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community characteristics and generational backgrounds, which facilitated their understanding of patients.
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ある。実習の場として，筋ジストロフィーを対象
とした障害者施設および訪問看護ステーション，
市町村保健センター，保育所，また，老健施設，
老人ホーム，グループホーム，デイサービスセン
ター等の高齢者施設を設定した。各グループ２名
から６名の学生を配置した。実習後に各グループ
での学びをまとめ，学びの共有を行った後，個人
で，「フィールド体験実習で学んだこと」のレポー
トを作成した。
２）研究対象者
平成２７年度にフィールド体験実習を履修した看
護学部１年次生８８名と担当教員を対象とした。
３）データ収集方法
実習終了後提出した最終レポート，および，担
当教員に実習終了後実施したアンケートよりデー
タを収集した。アンケートは，選択肢と自由記載
とした。
４）分析方法
学生が提出したレポートから，学びとして表現
している事がらをデータとして抽出した。次に，
データの類似性，相違性を比較してコード化した。
その後，関連のあるコードを集めて抽象度を高め，
カテゴリー化した。分析の過程では研究者間で検
討を重ねた。
５）倫理的配慮
研究目的，概要，データの取り扱い，研究成果
の公表には個人および施設が特定できないように
配慮を行うこと，研究への参加は自由意思である
ことについて説明し，同意を得た。なお，対象者
が自由意思で参加できるよう，説明は，実習評価
終了後に成績評価に関わらない研究者が行った。
３．結果
１）実習施設の種類と学生数
実習施設は，高齢者施設１０施設（学生４８名），
表１ 実習目的および実習目標
実習目的
１．看護学を学び始めた一年次生が，地域の人々の生活の場に出向き，既習の看護技術を用いて地域で
生活する人々や環境（生活環境，風土，生活関連諸機関・施設など）を観察・聴取し，地域の人々
の健康を護るという観点から看護の必要性を検討する。
２．様々な人々との出会いを通して，学生自身が世代間連鎖の一連にあることへの気づきや地域社会で
看護の役割を果たすことについての意識・意欲を高める機会とする。
目 標
１．地域の人々が様々な場所（地理，産業，気候，風土など）で，様々なスタイル（様式・やり方）で
様々な思いを抱きながら暮らしていることについて実習体験を通して説明することができる。（人
間は，身体的，精神的，心理・社会的存在であり，固有の生活様式を有する存在と気づく）
２．学生各人が育った土地や風土・文化と，本実習で出会った人々のそれぞれとの共通点や相違点につ
いて比較し考察することができる。（自分も対象も同じ人間であるという実感，ライフサイクルの
連続性や自己の存在の意味を確認）
３．地域住民の健康を護るための機関や施設，設備・備品，活動や行事などを知り，住民の認知状況や
参加の実際，個人的な健康の守り方（保健行動）について説明することが出来る。（健康とは何か，
人々の健康の護りかたの実際を知る）
４．本実習で出会った人々の暮らしの実際（何処で，何をして生活し，どう考え，健康を護るために何
を知り，行動しているか，自治体は健康政策をどのように？など）を知り，個人や家族，集団の健
康管理という観点から考察し，レポートとして客観的に表現することができる。（人間と環境，自
分と他者など人間の理解，倫理的態度，健康と環境，協調性・協力関係，客観と主観，レポートの
書き方，論理的思考，問題解決的思考，文章表現力など）
５．既習の知識・技術（観察・コミュニケーションなど）の活用を基に，それらの意義を確認し，自身
の行動をふりかえる機会とする。（何を知りたいか，何を観るか，何を聞くかという意図的・主観
的な行動の必要性に気づくなど）
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保健センター５施設（２３名），障害者施設３施設
（訪問看護ステーションを含む）（８名），保育所
２施設（９名）であった（表２）。
２）施設別学習内容
学生が実習でどのようなことを学んでいるか，
実習の最終日に提出されたレポートからみると，
実習施設数が最も多い高齢者施設での主な学習内
容は，「対象者理解」「施設の役割」「デイサービ
スの役割」「地域交流」「安全で快適な環境」「保
育所の役割」等１７項目が挙げられた。また，保健
センターでの学習内容には，「地域の特色理解」「多
様な施設での多様な安全管理」「対象者理解」「個
別性の理解」「時代背景の理解」等１８項目が挙がっ
た。障害者施設（訪問看護ステーションを含む）
では，「環境理解」「家族や住民との交流の理解」
「対象者理解」「健康の護り方の理解」「多職種理
解」等１３項目が挙がった。保育所では「環境理解」
「対象者理解」「施設と看護の役割」「健康を護る
具体的方法」「具体的な健康の護り方」等１３項目
が挙がった（表３）。
３）実習を担当した教員の実習に対する評価
（ ）は人数
①実習目標について（図１）
現状維持（１３），目標の検討が少し必要（４），
表３ 施設別学習内容
高齢者施設 保健センター 障害者施設 保育所
対象者理解 地域の特色理解 環境理解 環境理解
施設の役割 多様な施設での多様な安全管理 家族や住民との交流の理解 対象者理解
デイサービスの役割 対象者理解 対象者理解 施設と看護の役割
地域交流 個別性の理解 健康の護り方の理解 健康を護る具体的方法
安全で快適な環境 時代背景の理解 多職種理解 具体的な健康の護り方
多職種との連携 施設の役割 施設や看護の意義 多職種連携
コミュニケーション技術 健康を護る行事の意義 コミュニケーションの意義 自己の健康管理
コミュニケーションの意義 健康を護る人 コミュニケーション技術 コミュニケーションの意義
自立支援 具体的な健康の護り方 観察の重要性 コミュニケーションの難しさ
観察の必要性 自己の健康管理 必要な能力 コミュニケーション技術
対象者に合わせた援助 コミュニケーションの意義 学修への動機付け 必要な能力
家族への援助 コミュニケーションの難しさ 自己の課題 信頼関係の築き方の重要性
対象者の尊厳 信頼関係の必要性
授業では経験できない幅広い
人からの学び
学修への動機付け
看護師を目指す動機付け 必要な能力
看護師の仕事の理解 知識の確認
今後の課題 観察の重要性
保育所の役割 個人情報の保護の方法
今後の課題
表２ 実習施設の種類別施設数と実習者数
実習施設の種類 施設数 実習生の人数
高齢者施設 １０ ４８
保健センター ５ ２３
障害者施設
（訪問看護ステーションを含む）
３ ８
保育所 ２ ９
合計 ２０ ８８
図１ 実習目標の達成度 n＝１９
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大幅な検討が必要（１），その他（１）であった。
目標の難易度について
対象者や対象者が生活する環境を知ることは，
初学者である学生にとって有意義で貴重な体験で
あり，また，実習での経験から自己の学修を振り
返る姿勢は重要で，これを目標とするのは妥当と
いう意見があった。一方，実習目標の中に，１年
生には難しい文章表現があるという意見があった。
目標の達成状況について
施設の中で生活する対象者や対象者が生活する
環境については学修できるが，保健センター以外
の施設では，地域の中で暮らす人々を理解すると
いう視点で，学ぶことが難しい傾向にあると言う
意見があった。一方，施設の行事に参加すること
で，地域との繋がりを学べたと言う意見もあった。
また，「健康」の概念について理解不足を憂慮
する意見もあり，学生自身の生活を振り返ること
から学修をすすめると良いのではないかと言う提
案もあった。
②本実習の時期，期間，実習施設等（図２）
現状維持（９）要検討（２），係りに一任（６），
その他（２）であった。
時期・期間について
時期や期間については，妥当であるという意見
と，実習での経験を整理する時間をもう少し長く
し，学内でのまとめを充実させ，学びを共有する
ことを大切にする必要があると言う意見があった。
施設・対象者について
保健センターでは，実習期間中の行事によって，
また，気候の関係で学生が経験できることや，利
用者に偏りが見られるものの，地域で生活する
人々を対象とすることで，幅広く健康について学
ぶ機会となり有意義であるという意見があった。
全体に実習で関わることができる対象者には高
齢者が多いが，看護の対象者には高齢者が多いの
が現状であり，身近で今後の実習に繋げやすい高
齢者と高齢者を取り巻く環境の理解は有用である
という意見があった。
施設は，高齢者施設が多いが，老人保健施設と
グループホームが併設されている施設では，医療
と福祉の連携が分かりやすく，デイケアでは在宅
で暮らす方との関わりもあり，分かりやすいとい
う意見があった。
老人保健施設，病院，保育所など，医療的な知
識が求められるところでは，実習目標に合わせた
指導が難しかったと言う意見もあった。
今後，健康レベルの高い人が対象となる地域で
の実習や，過疎地域等での合宿といった現地の
人々との交流をとおした実習も有意味ではないか
との提案もあった。
③実習前・実習後の学生への対応について（図
３）
現行通り（１５），担当教員毎に行う（０），係り
に一任（２），その他（２）
オリエンテーションについて
系統的，計画的，段階的に準備された一貫性の
あるオリエンテーションであり，現行のままでよ
い。また，全体オリエンテーションは，ばらつき
を生じさせないように現行通り係りが行い，施設
毎のオリエンテーションは施設によって内容が異
なるので，担当教員毎に行うといったように，現
行通りの進め方が良いという意見があった。
一方，オリエンテーション期間が長いため，中
だるみの状態となり，オリエンテーションをして
図２ 実習時期 期間 施設 n＝１９ 図３ オリエンテーションの満足度 n＝１９
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も直前まで事前学習に取り組めないと言う傾向が
あったという意見があった。
④本実習の課題や今後の要望（図４）
現状維持（１１），要検討（４），その他（４）
実習時期について
地域の人々の生活について学ぶにあたり，学生
自身の生活を振り返り，「生活」や「健康」につ
いて理解を深める期間を設けてはどうかという提
案があった。また，専門的な学習が進んでいない
ので看護業務や医療処置，病態が分かりにくい等
の意見があった。
学習内容について
事前学習の充実を図るために，もっと目的や意
味の理解を促すことが重要であるという意見が
あった。また，医療施設以外で実習したことで，
看護の対象者が疾患を持った人ばかりではなく
様々な健康レベルにある人であることや，施設に
よって看護師の役割も違っていることに気づけた
という意見もあった。見学実習ではあるが，学生
なりに学ぶことは多く，看護学生として初めての
重要な実習であることから，学習効果を評価した
上で今後の展開について検討すべきであるという
意見もあった。
学生情報について
事前にチューターから学生の情報を得ることや，
実習期間中の他の科目等の予定を把握する必要が
あるという意見があった。
４．考察
１）施設の種類別に実習の状況をみると，実習生
の約半数が高齢者施設での実習となっており，
実習施設に偏りが見られる。これは次いで多
い市町村保健センターの約２倍である。学習
内容を評価し，必要に応じて今後実習施設の
選定を考慮する必要がある。
２）施設の種類別に学習内容をみると，「対象者
理解」や「施設の環境や安全な環境」の理解
に関する項目は全ての施設に共通して学べて
いる。また，「コミュニケーションの技術」「コ
ミュニケーションの意義」「看護師の仕事の
理解」「看護師に必要な能力」「観察の重要性」
等の看護師の役割と必要な技術等に関して，
どの施設で実習した学生も学ぶことができた。
さらに，実習上での対象者やスタッフとの関
わりをとおして学修の動機づけに繋がってお
り，今後に向けた自己の課題についても，そ
れぞれに自己を振り返り，明らかにできた。
古市らは，「実習と言う体験学習を通して学
習する必要性を内発的に動機づけされること
が影響したと考える。」２）と早期体験実習が学
生の学修に対する動機づけに有効であること
を示唆している。
広く看護職者の役割を学ぶ中で欠かせない
「地域の特色の理解」や，対象者の理解に繋
がる「時代背景の理解」については，保健セ
ンターでの実習で学んでおり，他の施設での
学びとしては見当たらなかった。一方，多職
種の理解や連携に関しては，保健センターの
実習では見られなかった。
今回の学びは最終レポートに記載された学
びをまとめたものであることから，全施設で
の学びの共有を図った後に提出されたもので
ある。そのため，一部の学生は，他の種類の
施設の学びと比較して記述していた。このこ
とから，自ら体験した学び以外の内容も含ま
れると考えられるが，それでも学びには実習
施設毎の特色が見られた。その他，今後の実
習に向けて，「自己の健康管理」の必要性に
気づき，看護職の役割を体験的に学ぶことで
今後の学修への動機づけといった実習本来の
目的は概ね達成できていると考える。また，
図４ 本実習の課題や要望 n＝１９
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学生自身からは，講義では経験できないこと
から多くの学びを得たという意見もあった。
３）実習を担当した教員の思い
実習目標表現の一部に学生には難しい表現
がある。学生が分かりやすい表現に変更でき
るように検討が必要である。しかし，目標全
体としては，早期体験実習の意図を踏まえて
述べられており，妥当な教育内容が盛り込ま
れていると考えられる。
目標達成状況では，施設を中心に実習場所
が設けられているため地域との繋がりが学習
しにくい状況である。実習施設が地域と密接
に繋がっている状況を経験させることが有効
である。実習施設で経験できることをどのよ
うにこの実習の目標に関連させ，学生が意味
づけられるようにするか，施設毎の関わりが
必要である。安酸３）は，学生は臨地実習での
経験を自分なりに自分の体験に意味づけして
いく学習を行っている。しかし，学生一人で
は独りよがりの解釈となったり，貴重な経験
が意味付けされずに流されてしまったりして
いる。そのため，直接的経験ができる学習環
境の調整や反省的経験をともに出来る教師の
教授活動の必要性について述べている。
看護の概念枠組みとなる「健康」に関して
理解を深めるには，学生自身の体験と結び付
け考えることが有効である。健康な学生が，
自らの生活体験と，目の前にいる対象者の健
康の意味と結び付けて考察することには，教
員による働きかけが必要である。
見学実習ではあるが，学生なりに学ぶこと
は多くある。学生は，臨地で看護の対象者と
の関わりをとおして，徐々に対象者への関心
の向け方を学んでいる。藤永ら４）は，早期体
験実習では，患者に関心を寄せることの意味
について考えるといった看護の根源的な事柄
を学生が学ぶ実習である。学生の専門的知識
よりも学生の人と関わる，他者に関心を寄せ
ると言う学生の関わる力を見出したと述べて
いる。
はじめて臨地実習に出る学生一人一人が目
標達成するためには，学生個々のレディネス
を担当教員が把握することが重要である。そ
のため，チューターと連携し，今後の学修動
機を持つきっかけとなるこの実習を，成功に
終われるようさらに検討していく必要がある。
現在，タイトな日程で，学びのまとめと共
有を計画しているが，今後，まとめと共有の
時間を増やすことで，学びも深まると考える。
また，個々の実習環境によっては，医療・福
祉と地域の人々の生活を結びつけて考えられ
るような実習内容の工夫が必要であると示唆
された。
５．結論
一年生前期で実施したフィールド体験実習の施
設毎に見た現状と看護学生の学び，指導教員の思
いを明らかにした結果以下のことが明らかになっ
た。
１）実習生の約半数が高齢者施設での実習となっ
ており，実習施設に偏りが見られる。
２）「対象者理解」や「施設の環境や安全な環境」
看護師の役割と必要な技術等に関しても全ての
施設で実習した学生が学べた。
３）広く看護職者の役割を学ぶ中で欠かせない
「地域の特色の理解」や，対象者の理解に繋が
る「時代背景の理解」については，保健センター
での実習で学んでいた。
４）まとめと共有の時間を増やす必要がある。
５）医療・福祉と地域の人々の生活を結びつけて
考えられる実習内容の工夫が必要である。
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